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2027年Ｕ23世界ローイング選手権他 日本代表選手選考方針 
 

2027年Ｕ23世界ローイング選⼿権（2027年7⽉27⽇〜8⽉1⽇、ブルガリア・プロフディフ、以下
「U23世界選⼿権」といいます）及び、U23アジアローイング選⼿権⼤会（開催時期及び場所は未定、以
下「U23アジア選⼿権」といいます）に出場する⽇本代表選⼿は、以下に⽰すとおりの選考を経て決定し
ます。また、今後、世界情勢の変動等、⽇本ローイング協会がコントロールできない事由が⽣じた場合に
は、必要かつ合理的な範囲で変更することがあります。 
 

日本代表選手選考について 

A．選考方針 

(1) 目標 

  世界選⼿権：Final B以上進出  
   U23アジア選⼿権：メダル獲得 
 

(2) 派遣対象種目 

  世界選⼿権：重点強化種⽬ 男⼥シングルスカル 
派遣種⽬    男⼥フォアまたは男⼥ペア 

※派遣種⽬の派遣については⽇本代表選考・評価レースの評価にて最終決定する。 
U23アジア選⼿権 ：未定 ＊U23世界選⼿権への派遣種⽬との兼ね合いで決定する 

 

(3)参加資格 

 2027年12⽉31⽇時点で23歳未満である選⼿（2005年1⽉1⽇以降に出⽣した選⼿） 
                

(4) ナショナルチーム編成 

スカル種⽬については2027年2、3⽉の⽇本代表選⼿選考⼤会（以下「⽇本代表選考」といいます）及び同年5
⽉のスカル・スイープ評価レース（以下「5⽉評価レース」といいます）、スイープ種⽬については5⽉評価レー
ス、その後の合宿等で評価・選考された選⼿が、U23ナショナルチームメンバー（重点強化種⽬代表・派遣種⽬
代表）として認定されます。 

 
U23ナショナルチームメンバーは評価に応じて、3つのフローに分かれて活動します。 
Aフロー：「ワールドカップもしくはインターナショナルレガッタ」を経て「U23世界選⼿権」への派遣を想定

。 
Bフロー：国内での強化・育成合宿を経て「U23アジア選⼿権」のみへの派遣を想定。 
Cフロー：各⽔域での強化・育成を経て「U23アジア選⼿権」への派遣を想定。 
 
なお、2032年以降のオリンピックを⾒据えると、今シーズンはU23世代が多くの国際⼤会での経験値を獲得す

べき時期であるため、A・Bフローにおいても規定の負担⾦を超えるご負担をお願いする可能性があります。 
 
-1)U23世界選⼿権への派遣クルーは、⽇本代表選考及び5⽉評価レースにおけるランキング、評価等を総合的
に勘案して決定します。 
-2)U23アジア選⼿権への派遣クルー（B・Cフロー）は、⽇本代表選考及び5⽉評価レースのランキング
、評価等を総合的に勘案して決定します。また、国内⼤会を⽤いた評価にて決定したクルーについて
2032年ブリスベン⼤会以降を⾒据えた戦略的な施策としてU23ナショナルチームメンバー（派遣種⽬代
表）に認定します。なお、国内⼤会の評価を経て派遣となるCフロー（U23アジア選⼿権派遣）につい
ては⾃費派遣とします。 



各選⼿は、⽇本代表選考におけるスカルでの評価を経て、その後、スカルとスイープのいずれかの評価にて
U23ナショナルチームメンバーとして構成されることになります。原則として、選考された種⽬で各⼤会に出場
することになりますが、派遣種⽬の関係上、派遣種⽬を変更することがあります。 

また、HPD・ヘッドコーチ・U23ヘッドコーチの指⽰のもと選考プロセスでナショナルチーム内での種⽬を跨
ぐ変更が発⽣する場合は合理的かつ関係者の確認をもって変更する可能性があります。 

 

(5) 評価 

 ①評価について 
  個⼈及びクルーの評価に関しては、競漕条件（⾵、波、流れ）を考慮し、Ideal Timeに対する割合(％
IDT）を⽤います。 

 ②評価基準 
  U23世界選⼿権・重点強化種⽬・派遣種⽬ならびにU23アジア選⼿権における各ステップの評価基準は

、以下を⽬安としております。 
○選考会・評価レースフロー 対象：U23世界選⼿権、U23アジア選⼿権 

⽇本代表選考 %IDT 92％相当の評価を得た選⼿1-7名程度 
5⽉評価レース %IDT 94％相当 

  〇国内⼤会フロー 対象：U23アジア選⼿権 
国内⼤会 %IDT 92％相当 

 
B．選考ステップ 

(1) 選考スケジュール 

 2027年U23ナショナルチーム選考は以下の流れです。 
# ⽇程 内容 〆切（必着） 
① 2026年11⽉14⽇（⼟）〜

11⽉22⽇（⽇） 
5000mエルゴの記録提出 2026年11⽉25⽇（⽔） 

② 2026年11⽉25⽇（⽔）ま
で 

⽇本代表選⼿選考参加宣誓書の提出 2026年11⽉25⽇（⽔） 

③ 2026年12⽉12⽇（⼟）〜
12⽉20⽇（⽇） 

2000mエルゴの記録提出 2026年12⽉24⽇（⽊） 

④ 2027年 1⽉ 2⽇（⼟）〜  
1⽉10⽇（⽇） 

5000mエルゴの記録提出 2027年 1⽉14⽇（⽊） 

⑤ 2027年 1⽉30⽇（⼟）〜  
2⽉ 7⽇（⽇） 

2000mエルゴの記録提出 2027年 2⽉ 9⽇（⽕） 

⑥ 2027年 2⽉16⽇（⽕） 
予備⽇：2⽉17⽇（⽔） 

⽇本代表選⼿選考⼤会予選 
（タイムトライアル） 
※シングルスカルにて実施 

― 

⑦ 2027年 3⽉12⽇（⾦）〜  
3⽉14⽇（⽇） 
予備⽇：3⽉15⽇（⽉） 

⽇本代表選⼿選考⼤会本戦（レース形式） 
※シングルスカルにて実施 

― 

⑧ 2027年5⽉上旬 スカル・スイープ評価レース ― 
 

(2)エルゴ記録の報告について 

 ①2026年11⽉14⽇（⼟）〜22⽇（⽇）、及び④2027年1⽉2⽇（⼟）〜10⽇（⽇）に各団体・個⼈で
5000mエルゴ、③2026年12⽉12⽇（⼟）〜20⽇（⽇）、及び⑤1⽉30⽇（⼟）〜2⽉7⽇（⽇）に各団体・
個⼈で2000mエルゴタイムトライアルを⾏ってください。それぞれ上表の〆切⽇（必着）までに、その
記録及び体重を証明する写真を添付し、所定のフォーマットで提出（送信）してください。 
また、体重はエルゴ測定の2時間〜1時間前の体重を0.1 ㎏単位で測定してください。エルゴ記録、体重を
証明する写真は①③④⑤のすべてについて記録が必要であり、必要に応じて提出を求めることがありま



す。 
なお、エルゴ記録は⽇本代表選考への参加意思のある選⼿の⾝体能⼒の評価及びトレーニングの継続・
改善を把握するために⽤いるものであり、2027年⽇本代表選考・予選についてエルゴ記録による選考（
⾜きり）はいたしません。 
 

（3）日本代表選考参加宣誓書について 

  2027年⽇本代表選考に参加を希望する選⼿は指定の参加宣誓書を提出してください。 
 参加宣誓書の提出は、⽇本代表としてローイング競技に取り組むことを⽬指す選⼿に求められる⾏動お
よび基準について理解を深め、ナショナルチームとしての価値と健全性を守ることを⽬的としています
。 

 

(4) 日本代表選考 予選タイムトライアルについて   

以下の概要で実施します。  
⽇程 2027年2⽉16⽇（⽕）／予備⽇：2027年2⽉17⽇（⽔） 
場所 サンクジャパン⼾⽥公園 
種⽬ 男⼥シングルスカル 
選考⽅法 2000mタイムトライアルレースを2回実施し、2回のタイムの平均でランキングを作成

し、それぞれシニア・U23カテゴリー（WUG併願含む）合わせて最⼤24名（その内、U23
カテゴリーは最⼤12名）を選抜します。各カテゴリーの選考⼈数はIdeal Time（表）に
対する割合（%IDT）を⽤いて決定します。なお、本タイムトライアルはシニア世界ロー
イング選⼿権、WUG⽇本代表選⼿選考と合同で実施します。 

参加資格 上記(2)及び（3）の提出者 
 

(5) 日本代表選考について 

 以下の概要で実施します。 
⽇程 2027年3⽉12⽇（⾦）〜14⽇(⽇)／予備⽇：3⽉15⽇（⽉） 
場所 海の森⽔上競技場 
選考⽅式 2000ｍレース（プログレッションは別途⼤会HPに掲載する） 
種⽬ 男⼥シングルスカル（重点強化種⽬・派遣種⽬） 
選考⽅法 U23カテゴリーのランキングにより、スカル種⽬における2027年U23ナショナルチーム

メンバー・⽇本代表候補選⼿を決定します。 
選考⼈数は上記A.(5)②の評価基準を⽬安として男⼥それぞれ1-7名を想定しておりま
す。 

参考：本レースでスカル種⽬の評価が確定するため、評価未達選⼿にて所属団体とも合意の上、【JARA
推奨クルー】としてスイープ種⽬の評価ステップに進出するクルーを決定いたします。なお、
対象者には2027年3⽉下旬に⾏われる対象者のみの合宿にて最終JARA推奨クルーの確定を⾏う
予定です。 

 

(6) 5月評価レース 

以下の概要で実施します。 
⽇程 2027年5⽉上旬 
場所 未定 
選考⽅式 スカル ：タイムトライアル 

スイープ：2000ｍレース（プログレッションは別途⼤会HPに掲載する） 
※参加クルー数が多い場合は前段でタイムトライアルを実施する。 

種⽬ ① シングルスカル、ダブルスカルなど（重点強化種⽬・派遣種⽬） 
②  ペア（派遣種⽬） 

⽬的 ① スカル種⽬における重点強化種⽬、派遣種⽬の最終評価 
② スイープ種⽬における派遣種⽬の選考及び、国際⼤会派遣レベルの確認 



選考⽅法 ①上記（5）の⽇本代表選考にて選出された選⼿により重点強化種⽬、派遣種⽬の評価
を⾏い、Aフロー：ワールドカップ⼜はインターナショナルレガッタ、U23世界選⼿権
クルー、Bフロー：U23アジア選⼿権クルーを決定します。 
②スイープ 
上記（5）の⽇本代表選考にて選考された選⼿以外で結成する男⼥ペア（【JARA推奨
クルー】含む）により選考レースを実施し、そのランキング及び評価により、スイー
プ種⽬における2027年U23ナショナルチームメンバー・⽇本代表候補選⼿を決定しま
す。 
U23世界選⼿権・派遣種⽬の選考⼈数は、それぞれのゴールタイムを%IDTに変換し、
そのランキングを⽤いて決定します。選考⼈数は、強化委員会が⽬標と照らし合わせ
総合的に判断します。 
U23世界選⼿権の派遣種⽬について、他種⽬と⽐較し％IDTで低い場合はU23世界選⼿
権派遣を⾒送る場合があります。また、U23アジア選⼿権に向けた評価に達している
場合はU23アジア選⼿権⽇本代表として決定する場合があります。 

 

(7) 国内大会を用いたU23アジア選手権への追加派遣について 

2032年ブリスベン⼤会を⾒据えて国内競技の活性化や次世代選⼿・スタッフの経験値向上を⽬的とし 
て、対象の国内⼤会の結果を⽤いて追加派遣を実施します。 
⽇程 2027年6⽉ 
対象⼤会 第105回全⽇本ローイング選⼿権⼤会 
選考⽅式 ⼤会要項に基づくレース結果および評価 
種⽬ 上記（5）（6）に基づく選考においてU23世界ローイング選⼿権、U23アジア選⼿権の

派遣の可能性がない種⽬。事前に告知を⾏う。 
参加資格 上記（5）（6）に基づく選考においてU23アジア選⼿権派遣選⼿として選出されていな

い選⼿のみで構成するクルー 
選考⽅法 対象⼤会の決勝レースにおいて上記A.(5)②の基準に達し、かつ、参加資格を充たす最上

位クルーの派遣調整を⾏う。 
 

C．その他 

(1) 疾病や弔事等やむにやまれぬ事由への対応について 

  ⽇本代表候補選考プロセスや合宿で⾼いパフォーマンスを⽰したと強化委員会が認めた選⼿が疾病や
弔事等やむにやまれぬ事由によりU23⽇本代表選考や評価レースに出漕できなかった場合は、強化委員
会の判断により、次のステップに進める可能性があります（強化委員会の指⽰に従い、診断書等当該事
由を証明する書⾯の提出が必要となります。）。 

   
(2) 心電図検査結果の提出について 

  World Rowingの競漕規則に従い、各カテゴリー世界選⼿権選考会参加者は、⼼電図検査結果の提出が
必要となります。なお、所定の期間以内(23歳未満は3年以内、23歳以上は5年以内)に⼼電図結果を提出
したことのある選⼿は提出が免除されます。 

 

(3) 2027年シーズンのIDTについて 

 2027年シーズンのIdeal Time（IDT）は、2024年11⽉28⽇（⽊）発表の「2028 Ideal Times Table」と 
なります。 
→ https://www.jara.or.jp/kyoka/2024/2028ideal_times_table.html 

 

(4) 2027年World University Gamesとの派遣日程の考慮 

  U23世界選⼿権の⼤会⽇程が、現時点で2027年WUGの派遣⽇程と⼀部重複していることから、スカル
種⽬のみ、3⽉の⽇本代表選考以降に併願選⼿に対して希望する⼤会の意向確認を⾏う予定です。スイー
プ種⽬については希望するカテゴリーにて5⽉評価レースで評価に参加いただく予定です。 

以上  


